
生協の広報誌

生協共立社は、大学生協と協力し「山形大学元気100倍！応援パントリー」を実施しました（関連記事はP4を参照）
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日本生協連	72回通常総会の様子。全議案を賛成多数で可決しました
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日
本
生
協
連

第
72
回
通
常
総
会
を
開
催

　

総
会
代
議
員
定
数
６
５
６
名

に
対
し
、
６
５
５
名
（
実
出
席

１
５
０
名
、
委
任
出
席
０
名
、
書

面
出
席
５
０
５
名
）
が
出
席
し
、

２
０
２
１
年
度
事
業
報
告
・
決
算
、

２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
・
予
算

な
ど
の
５
議
案
全
て
が
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
日
本
生
協
連 

土
屋
敏
夫
代
表
理
事
会
長
は
、
本

年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
が
、
世
界
情
勢
を
一

変
さ
せ
、
私
た
ち
の
く
ら
し
の
安

心
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
、「
平
和
と
よ
り
よ

い
生
活
の
た
め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た

生
協
と
し
て
、
抗
議
声
明
を
発
出

し
、
人
道
支
援
の
募
金
を
中
心
に

支
援
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
異
常
気
象
に
よ

る
自
然
災
害
や
巨
大
地
震
な
ど
へ

の
備
え
の
強
化
の
た
め
、
全
国
の

生
協
と
連
携
し
、
行
政
や
社
会

特集

２
０
２
２
年
度

事
業
計
画
な
ど

全
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

　

日
本
生
協
連
は
、
２
０
２
２
年

６
月
17
日
、
東
京
都
内
で
第
72
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
を

考
慮
し
、
実
参
加
を
い
た
だ
き
な

が
ら
も
書
面
議
決
中
心
で
の
開
催

と
し
ま
し
た
。　

厚生労働省	社会・援護局長	山本麻里様	

（一社）日本協同組合連携機構	代表理事会長	中家徹様
（ビデオメッセージ）

開会のあいさつをする土屋敏夫	代表理事会長

代
の
変
化
と
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
や

社
会
の
要
請
に
的
確
に
対
応
し
、

各
種
の
事
業
や
日
常
的
な
支
え
合

い
・
助
け
合
い
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
の

活
躍
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
」
と

の
言
葉
を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
協
同
組
合
連
携
機

構
（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）
代
表
理
事
会
長 

中
家
徹
様 

（
全
国
農
業
協
同
組

合
中
央
会 

代
表
理
事
会
長
）
か

日本生協連は、2022年6月17日、
東京都内で第72回通常総会を開催。
年度のまとめと方針などの5議案全てを

賛成多数で可決しました。

福
祉
協
議
会
な
ど
と
、
平
時
か
ら

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
共
通
言
語
と
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
連
携

し
、
生
協
な
ら
で
は
の
役
割
を
発

揮
し
て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
厚
生
労

働
省 
社
会
・
援
護
局
長 

山
本
麻

里
様
か
ら
、
後
藤
茂
之
厚
生
労
働

大
臣
の
祝
辞
と
し
て
「
生
協
は
時
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採決の様子

ら
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、「
コ

ロ
ナ
禍
や
紛
争
に
よ
る
、
食
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
、
貧
困
、
格

差
、
環
境
問
題
な
ど
の
課
題
の
解

決
に
は
、
助
け
合
い
の
精
神
と
並
々

な
ら
ぬ
努
力
が
必
要
で
す
。
今
こ

そ
協
同
組
合
が
一
層
の
役
割
を
果

た
す
時
で
す
。
日
本
生
協
連
の

２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向

け
、
協
同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
大
切
に
し
て
実
践
へ
と
繋
げ

た
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
友
誼
団
体
や
各

政
党
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
祝
電
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
の
多
様
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
討
論

　

議
案
提
案
後
の
全
体
討
論
で

全体討論の様子

閉会の挨拶をする嶋田裕之	代表理事統括専務

討論の総括をする藤井喜継	代表理事事業担当専務

は
、
15
名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
８
月

の
大
雨
災
害
の
被
災
地
と
な
っ
た

地
域
の
生
協
か
ら
は
、
全
国
の
生

協
・
組
合
員
か
ら
の
支
援
に
対
す

る
感
謝
と
と
も
に
、
発
災
時
に
迅

速
か
つ
被
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
す
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
顔

の
見
え
る
関
係
を
つ
く
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
医
療
福
祉
生
協
の
取
り
組
み
や

核
廃
絶
に
向
け
た
平
和
の
取
り
組

み
、
買
い
物
困
難
地
域
の
組
合
員

に
向
け
て
始
め
た
新
た
な
施
策
、

宅
配
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
取

り
組
み
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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生協・地域貢献
レポート

組
合
員
が
宅
配
で
購
入
し
た

商
品
を
寄
付

　

生
協
共
立
社（
山
形
県
。以
下
、

共
立
社
）
で
は
、２
０
２
０
年
３
月

か
ら
年
に
２
回
、宅
配
の
仕
組
み

を
利
用
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

行
っ
て
い
ま
す
。集
ま
っ
た
食
品

は
、地
域
の
福
祉
団
体
の
他
、コ
ロ

ナ
禍
で
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
が
減
少

す
る
な
ど
生
活
に
困
っ
て
い
る
県

内
の
大
学
生
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は
家
庭
に
あ

る
食
品
の
余
剰
分
を
寄
付
と
し
て

大
学
や
学
生
委
員
と
の

連
携
で
取
り
組
み
を
実
現

　

20
年
３
月
か
ら
宅
配
で
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
始
。集
ま
っ
た
食

品
は
、主
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
し
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
広
が
り
、大
学
生
の

生
活
困
窮
が
報
道
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。組
合
員
か
ら
「
学
生

を
支
援
し
た
い
」
と
い
う
声
が
上

が
っ
た
こ
と
で
、大
学
生
協
と
連
絡

を
取
り
、大
学
で
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
の
開
催
を
決
定
。山
形
大
学
や

東
北
芸
術
工
科
大
学
の
学
生
に
商

品
を
届
け
ま
し
た
。

「
地
域
で
見
守
っ
て
い
る
よ
」と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

　

宅
配
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
は

こ
れ
ま
で
計
５
回
行
わ
れ
、
毎

回
７
０
０
人
〜
１
、
０
０
０
人

の
組
合
員
か
ら
２
、０
０
０
個
〜

２
、５
０
０
個
の
商
品
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

支
援
の
輪
は
広
が
り
、
21
年
10

宅
配
の
仕
組
み
を
生
か
し
た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で

県
内
の
大
学
生
を
支
援

月
に
は
余
目

町
農
業
協
同

組
合
や
村
木

沢
あ
じ
さ
い

営
農
組
合
か

ら
、
餅
や
米

が
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
ま

た
共
立
社
か

ら
み
か
ん
60
箱
を
大
学
に
提
供
し

た
と
こ
ろ
、「
果
物
は
ぜ
い
た
く
品

で
、普
段
は
買
え
な
い
か
ら
う
れ
し

か
っ
た
」
と
い
う
声
を
多
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。ま
た
支
援
活
動
を
進

め
る
な
か
で
、学
生
か
ら
「
地
域
の

人
た
ち
に
見
守
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
い

う
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
「
い
つ
ま
で
も
住
み
つ
づ
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
る
共
立
社
は
、
こ
れ
か
ら

も
、困
っ
て
い
る
人
が
「
助
け
て
」

と
声
を
上
げ
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
、貧
困
を
な
く
す
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
続
け
て
い
き
ま
す
。

募
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、共
立
社

で
は
食
品
の
安
全
性
確
保
の
た
め
、

組
合
員
が
店
舗
で
買
っ
た
商
品
を

そ
の
場
で
寄
付
い
た
だ
く
方
法
で

行
っ
て
い
ま
す
。宅
配
で
も
同
じ
よ

う
に
、組
合
員
が
注
文
し
た
商
品
を

寄
付
品
と
し
て
集
め
る
仕
組
み
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　

宅
配
の
カ
タ
ロ
グ
と
一
緒
に
、

寄
付
の
対
象
商
品
を
掲
載
し
た
専

用
チ
ラ
シ
を
届
け
ま
す
。組
合
員
が

そ
の
チ
ラ
シ
か
ら
注
文
し
た
商
品

を
ご
自
宅
に
は
届
け
ず
に
集
約
し
、

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
や
福
祉
団
体

へ
提
供
し
ま
す
。

フードドライブのための専用チラシ。６品前
後で、レトルトカレー、缶詰、スープ、お菓子
などが中心。各宅配支部で刷り、配送担当
者が商品のお届け時に１枚ずつ、オリコンの
目立つ場所に入れています。

東北芸術工科大学	中山学長（左）に、みかんを手渡
す共立社	伊藤理事。

20年10月と21年４月に山形大学小白川キャンパスで
行った「山形大学生	元気１００倍！応援パントリー」。商
品を手渡す場には多くの組合員が参加し、「こちらが元
気をもらった」という声が多く上がりました。

生
協
共
立
社
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同
包
括
協
定
で
は
、（
１
）
子
育

て
支
援
お
よ
び
青
少
年
の
健
全
育

成
に
関
す
る
こ
と
、（
２
）
高
齢
者

お
よ
び
障
が
い
者
の
支
援
、買
い

物
支
援
、見
守
り
に
関
す
る
こ
と
、

（
３
）
農
林
畜
産
業
振
興
、地
産
地

消
の
推
進
、市
産
品
の
販
売
促
進

に
関
す
る
こ
と
、
な
ど
全
10
項
目

の
連
携
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

中
で
も
、五
條
市
と
の
協
定
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
「（
３
）
農
林

畜
産
業
振
興
、地
産
地
消
の
推
進
、

市
産
品
の
販
売
促
進
に
関
す
る
こ

と
」（
農
業
事
業
へ
の
参
入
）
に
つ

い
て
は
、調
査
研
究
を
進
め
、準
備

を
し
て
き
ま
し
た
。

職
員
を
派
遣
し
て

生
産
技
術
を
学
ぶ

　

農
業
事
業
へ
参
入
す
る
目
的

は
、（
１
）
地
球
環
境
保
全
お
よ
び

耕
作
放
棄
地
の
減
少
へ
の
貢
献
、

（
２
）
国
内
お
よ
び
奈
良
県
内
の

食
料
自
給
率
の
向
上
へ
の
貢
献
、

（
３
）
農
山
（
漁
）
村
の
豊
か
な
地

域
資
源
を
活
用
し
て
新
た
な
付
加

価
値
を
生
み
出
し
、地
域
雇
用
や

地
域
経
済
へ
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
、な
ど
で
す
。

　

農
業
事
業
で
は
、
す
で
に
な
ら

コ
ー
プ
か
ら
職
員（
２
名
）
を
派
遣

し
、五
條
市
西
阿
田
地
域
で
生
産

者
か
ら
と
う
も
ろ
こ
し
や
白
菜
の

栽
培
技
術
を
学
び
、耕
作
放
棄
地

な
ど
の
土
づ
く
り
や
適
作
品
目
を

研
究
し
て
い
ま
す
。将
来
は
農
地

を
拡
大
し
設
備
を
整
え
、
メ
ロ
ン

な
ど
の
栽
培
も
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

新
た
な
付
加
価
値
を

生
み
出
す
事
業
へ

　

包
括
協
定
締
結
式
の
会
場
で
、

五
條
市
の
太
田
好
紀
市
長
は
「
日

本
の
人
口
が
減
少
す
る
中
に
お
い

て
、農
業
は
大
変
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、今
や
る
べ
き
こ
と

耕
作
放
棄
地
な
ど
を
利
用
し
て

農
業
事
業
に
参
入

雇
用
や
経
済
の
活
性
を
目
指
す

行政・諸団体と連携した
取り組み

な
ら
コ
ー
プ

農
業
事
業
へ
の
参
入
を
含
む

包
括
協
定
を
締
結

　

な
ら
コ
ー
プ
は
、新
た
に
参
入

す
る
農
業
事
業
を
五
條
市
に
お
い

て
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、地
域
経
済
の
発
展
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、2
0
2
2
年
３
月
22
日
、五
條

市
と
「
連
携
と
協
力
に
関
す
る
包

括
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

を
し
っ
か
り
や
ら
な
け
れ
ば
次
の

世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
で
き
な

く
な
る
。行
政
と
民
間
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

で
、大
き
な
流
れ
を
つ
く
っ
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、

な
ら
コ
ー
プ
の
吉
田
由
香
理
事
長

は
「
地
域
の
方
々
に
ご
指
導
、ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
食
料
生
産

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、新
た
な
付
加

価
値
を
生
み
出
す
事
業
に
発
展
さ

せ
、地
域
雇
用
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

７
月
１
日
に
は
、五
條
事
業
所

開
設
準
備
室
の
開
所
式
が
行
わ

れ
、
農
業
事
業
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

農業事業に派遣されたならコープの職員（右）が
農作業の研修を受ける様子

五條市	太田市長（左）とならコープ	吉田理事長
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て
参
加
し
ま
し
た
。

　

I
C
A
総
会
で
は
、
２
０
２
１

年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

規
約
改
定
、
協
同
組
合
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
諮
問
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
会
長
、
お

よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
理
事
の
改
選
時

期
に
あ
た
り
、
３
名
の
会
長
候
補

者
の
演
説
の
後
に
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。会
長
に
は
ア
リ
エ
ル
・

グ
ア
ル
コ
氏（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）が

当
選
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
理
事
に
は

J
A
全
中 

中
家
徹
会
長
を
含
む

15
名
の
理
事
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

I
C
A
生
協
委
員
会
総
会
で

は
、
日
本
生
協
連
の
土
屋
代
表
理

事
会
長
が
執
行
委
員
に
選
出
さ

れ
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、２
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
計
７
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇
し
、「
な

ぜ
今
、
協
同
組
合
な
の
か
？
」に
つ

い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
現
地
の
教
育
関

係
の
協
同
組
合
２
施
設
を
視
察

し
、
ス
ペ
イ
ン
の
協
同
組
合
の
発

展
と
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
ば
り
代
表
理
事

理
事
長 

渡
部
浩

忠
さ
ん
、
コ
ー
プ

こ
う
べ
常
務
理
事 

中
川
寿
子
さ
ん
、

労
協
セ
ン
タ
ー
事

業
団
仙
台
地
域
福

祉
事
業
所
け
や
き

の
杜
所
長 

瀬
戸

理
音
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
中
川
さ
ん
は
、

「『
コ
ー
プ
の
あ
る
ま
ち 

協
同
の
あ

る
く
ら
し
』を
め
ざ
し
て
」と
題
し

て
、
買
い
物
に
困
難
を
抱
え
る
組

合
員
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
（
移

動
店
舗
や「
買
い
も
ん
行
こ
カ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
買
い
物
送
迎
車
）や
、

単
身
世
帯
の
増
加
に
対
応
し
た
組

合
員
同
士
の
助
け
合
い
活
動
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
各
事
例
報
告
に
つ
い
て
さ
ら

に
深
く
議
論
を
交
わ
し
、
最
後
に

会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
も
に
参
加

者
同
士
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

CO・OP
国際活動情報

　

I
C
A
総
会
お
よ
び
関
連
会
議

（
I
C
A
生
協
委
員
会
総
会
）、「
協

同
組
合
：
今
こ
そ
！
」と
題
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
、

２
０
２
２
年
６
月
19
〜
21
日
に
ス

ペ
イ
ン
の
セ
ビ
リ
ア
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
I
C
A
総
会
に
は
、
60

カ
国
か
ら
約
4
0
0
名
の
協
同
組

合
関
係
者
が
参
加
し
、
日
本
生
協

連
か
ら
は
土
屋
敏
夫 

代
表
理
事

会
長
、新
井
ち
と
せ 

副
会
長
、山
越

昭
弘 

国
際
部
長
が
代
議
員
と
し

　

2
0
2
2
年
7
月
4
日（
月
）、

「
第
1
0
0
回
国
際
協
同
組
合

デ
ー
記
念
中
央
集
会
」が
、一
般
社

団
法
人
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

（
略
称
：
J
C
A
）の
主
催
で
、実
会

場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
融
合
し

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。協
同
組
合
関
係
者
な
ど

1
7
9
人
が
実
参
加
し
、オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
は
2
7
3
人
で
し
た
。

　

今
年
の
記
念
中
央
集
会
は「
協

同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

学
び
・
活
か
す
」を
テ
ー
マ
に
、
協

同
組
合
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

（
定
義
・
価
値
・
原
則
）に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。動
画
の
学
習

資
料
を
視
聴
し
た
の
ち
、
3
名
の

協
同
組
合
関
係
者
か
ら
事
例
報
告

が
あ
り
、
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
J
A
お
ち
い

ス
ペ
イ
ン 

セ
ビ
リ
ア
で
の

国
際
協
同
組
合
同
盟（
I
C
A
）総
会

に
参
加

「
第
1
0
0
回
国
際
協
同
組
合
デ
ー

記
念
中
央
集
会
」
が

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

ICA総会の様子

第100回国際協同組合デーポスター

コープこうべ	中川常務理事の報告の様子
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　大学生協は、大学・短大・高等専門学校などの学
生や教職員が組合員の生協です。
　2021年コロナ禍にもかかわらず、２大学生協（旭川
大学、山口県立大学）が設立され、全国大学生活協同
組合連合会（全国大学生協連、1958年設立）の会員
数は216、組合員数合計は約154万人（2021年9月

現在）となりました。全
国のキャンパスで食堂
と店舗を運営し、食生
活、勉学研究、キャリア
形成、日常生活、共済
などの事業と活動によ
り、組合員の生活を支
え、大学の福利厚生事
業を担っています。
　2020年はコロナ禍
の登校率激減により、
学生の３つの危機（暮

トピックス

トピックス

らし、学び、コミュニティ）と生協の３つの難局（経営、コ
ミュニティ形成、生協組織）が現れ、学生生活や生協
運営にとって、大変厳しい状況になりました。営業時間
と運営体制を縮小し、何とか対応を進めましたが、20
年度事業高合計は1,151億円と19年比－36％の大
幅減少、21年度は多少盛り返して20年比＋14％増
加の1311億円ですが、19年比－27％減少の水準で
す。

大学生協2030Goalsと
大学生協「再生」
　このような厳しい状況に対して全国大学生協連総
会では、大学生協2030Goalsと大学生協「再生」計
画方針を決定しました。2030Goalsは「つながりのプ
ラットフォーム」「学びをサポートするネットワーク」「大
学生活の頼りになるパートナー、セーフティネット」「持
続可能な社会の実現のために実践し、発信する」「大
学に頼りにされるパートナーであり続ける」の５つのビ
ジョンのもとに、20のGolasを設定。組合員の生活向
上を目的とする大学生協「再生」（会員生協の経営と
大学生協事業の「再生」）の大きな指針としています。

2030Golasのパンフレット

※ご利用の生協によっては実施しない場合もあります。

「生協のココがイイ！感激エ
ピソード大募集！」キャンペー
ンを実施

新作した
ラブコLINEスタンプ（一例）

Twitterで「生協の白石
さん」からひとことカード
がもらえるキャンペーンも

事業種別 生 協 の ご 紹 介

　

日
本
生
協
連
は
、
２
０
２
１

年
、
生
協
の
事
業
や
活
動
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
広
く
社
会
に
お
知
ら

せ
す
る
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、

消
費
生
活
協
同
組
合
法
が
公
布
さ

れ
た
日
（
１
９
４
８
年
７
月
30

日
）
に
因
み
、
７
月
30
日
を
「
消

費
生
活
協
同
組
合
の
日
」
（
通
称

「
生
協
の
日
」
）
と
し
て
、
記
念

日
登
録
し
ま
し
た
。

　

初
年
度
と
な
っ
た
２
０
２
１
年

は
、
ト
レ
イ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
電

車
広
告
）
や
会
員
生
協
と
連
携
し

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
一
斉
投
稿
す
る
な

ど
の
広
報
発
信
に
よ
り
、
認
知
拡

大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
は
、
「
生
協
の
コ

コ
が
イ
イ
！
感
激
エ
ピ
ソ
ー
ド
大

募
集
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
、
生
協
の
お
店
や
宅
配
で
よ

か
っ
た
こ
と
、
生
協
の
好
き
な
商

品
、
生
協
の
思
い
出
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、
「
生
協
を
利
用
し
て
よ

大学生協

て
参
加
し
ま
し
た
。

　

I
C
A
総
会
で
は
、
２
０
２
１

年
度
の
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

規
約
改
定
、
協
同
組
合
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
諮
問
グ
ル
ー
プ
か
ら
の

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
は
Ｉ
Ｃ
Ａ
会
長
、
お

よ
び
グ
ロ
ー
バ
ル
理
事
の
改
選
時

期
に
あ
た
り
、
３
名
の
会
長
候
補

者
の
演
説
の
後
に
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。会
長
に
は
ア
リ
エ
ル
・

グ
ア
ル
コ
氏（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）が

当
選
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
理
事
に
は

J
A
全
中 

中
家
徹
会
長
を
含
む

15
名
の
理
事
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

I
C
A
生
協
委
員
会
総
会
で

は
、
日
本
生
協
連
の
土
屋
代
表
理

事
会
長
が
執
行
委
員
に
選
出
さ

れ
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、２
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
計
７
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
登
壇
し
、「
な

ぜ
今
、
協
同
組
合
な
の
か
？
」に
つ

い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
現
地
の
教
育
関

係
の
協
同
組
合
２
施
設
を
視
察

し
、
ス
ペ
イ
ン
の
協
同
組
合
の
発

展
と
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
ば
り
代
表
理
事

理
事
長 

渡
部
浩

忠
さ
ん
、
コ
ー
プ

こ
う
べ
常
務
理
事 

中
川
寿
子
さ
ん
、

労
協
セ
ン
タ
ー
事

業
団
仙
台
地
域
福

祉
事
業
所
け
や
き

の
杜
所
長 

瀬
戸

理
音
さ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
現
状
や
課

題
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
中
川
さ
ん
は
、

「『
コ
ー
プ
の
あ
る
ま
ち 

協
同
の
あ

る
く
ら
し
』を
め
ざ
し
て
」と
題
し

て
、
買
い
物
に
困
難
を
抱
え
る
組

合
員
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
（
移

動
店
舗
や「
買
い
も
ん
行
こ
カ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
買
い
物
送
迎
車
）や
、

単
身
世
帯
の
増
加
に
対
応
し
た
組

合
員
同
士
の
助
け
合
い
活
動
な
ど

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
各
事
例
報
告
に
つ
い
て
さ
ら

に
深
く
議
論
を
交
わ
し
、
最
後
に

会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
も
に
参
加

者
同
士
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

か
っ
た
」
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し

て
い
ま
す
（
締
切
：
２
０
２
２
年

７
月
31
日
）
。

　

併
せ
て
、
コ
ー
プ
商
品
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
ほ
か
「
生
協
の
白
石
さ

ん
」
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
を
リ
プ
ラ

イ
で
届
け
る
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
（
締

切
：
２
０
２
２
年
７
月
30
日
）
。

　

さ
ら
に
、
ラ
ブ
コ
ー
プ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ラ
ブ
コ
」

を
使
っ
た
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ

を
作
成
し
、
7
月
末
頃（
予
定
）か

ら
販
売
を
開
始
し
ま
す（
収
益

は
寄
付
）。

　

全
国
の
生
協
で
は
、
「
生
協
の

日
」
に
ち
な
ん
だ
セ
ー
ル
な
ど
を

実
施
予
定
（
※
）で
す
。

「生協の日」にちなんださまざまなイベントを実施



　

生
協
と
い
え
ば
、宅
配
事
業
、店
舗
事
業
、

共
済
事
業
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、生
協
で
は
こ
れ
ら
の
事
業

以
外
に
も
、組
合
員
の
く
ら
し
を
守
り
向
上

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、様
々
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
こ
ん
な

事
業
も
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、４
回

の
連
載
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。第
１
回
は
、

電
気
小
売
事
業
で
す
。

　

日
本
生
協
連
で
は
、東
日
本
大
震
災
の
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を

受
け
て
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
め
ざ

し
て
」
と
い
う
報
告
書
を
ま
と
め
、省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
）
の
開
発
と
普
及
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
春
に
は
、家
庭
向
け
を
含
む

電
力
の
全
面
自
由
化
が
行
わ
れ
、各
地
の
生

協
で
も
相
次
い
で
家
庭
向
け
電
気
小
売
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
や
、よ
り
安
い
電
気
を
求
め
る
生
協

組
合
員
の
要
求
に
応
え
て
、２
０
２
１
年
３

月
時
点
で
22
の
生
協
・
連
合
会（
子
会
社
等

を
含
む
）
が
電
気
小
売
事
業
者
と
し
て
参
入

し
て
い
ま
す
。電
気
小
売
事
業
は
、こ
の
５
年

間
で
着
実
に
広
が
り
、全
国
の
生
協
で
合
計

す
る
と
、30
万
世
帯
を
超
え
る
契
約
数
と
な
る

ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。販
売
電
力
量（
家
庭

向
け
）
合
計
は
、２
０
２
０
年
度
で
12
・
６
億

kwh
と
、新
電
力
の
中
で
9
位
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

あ
り
、一
定
の
存
在
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

生
協
の
店
舗
や
物
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
、事

業
所
へ
の
業
務
用
の
電
気
供
給
を
含
め
て
、

太
陽
光
発
電
な
ど
へ
の
切
り
替
え
も
進
ん
で

お
り
、生
協
の
電
気
小
売
事
業
は
、再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
気
の
普
及
・
拡
大
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

生
協
ミ
ニ
知
識

　

Vol.160
2022
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　生協（生活協同組合）は、農協や漁協などと同じ協同組合

の一つです。「消費生活協同組合法（略称：生協法）」に基づ

いて設立され、生活の向上を目指し、さまざまな事業・活動

を行っています。生協は、利用者である組合員自身が出資

し、意思決定や運営に参画する組織です。

　日本生協連は、生協法に基づく生協の全国連合会で、右

のような事業と活動を行っています。

組織概要

代表理事会長　土屋 敏夫

会員数　312会員（2021年度）

供給高　4,329億円（2021年度）

全国生協の組合員数　約3,027万人（2021年度推計値）

全国生協の総事業高合計額　約3.8兆円（2021年度推計値）

[ＵＲＬ]　https://jccu.coop/

■主な事業と活動
1.会員生協への商品供給などに関わる事業
　①コープ商品などの開発と供給
　②通販事業
　③商品事業に関わる品質管理、物流・情報システムなど

事業基盤の開発や運用　など

2.会員生協への支援の取り組み
　①会員生協間の連絡・調整・交流
　②会員生協の宅配・店舗・福祉などの事業や、環境保全・く

らしの助け合いなどの組合員活動への支援
　③会員生協の組織運営・法令順守の支援　など

3.生協の全国組織としての取り組み
　①生協の全国的な事業・活動方針策定
　②国内・国外の各種協同組合・諸団体・行政などとの連絡・

調整
　③「食」「環境」「福祉」「消費者問題」など生活に関わる

社会的テーマについての意見発信や取り組み　など

日本生活協同組合連合会（略称 ： 日本生協連）組織概要
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全国の生協の販売電力量の推移（億ｋｗｈ）
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